





栄し［Grousset １９６０ :３８３］，元の統治下，駅站が整備された［榎 １９７８ a: １３３］。元が衰退すると１３３１年までに東ト
ルキスタンはチャガタイ系諸部族に征服され，中国で元に取って替った明も一転鎖国政策を取り始めた。当該地
域は近代になって再び欧州の探検隊や使節団が入ってくるまでの間，使節や隊商の往復の少ない「暗黒期」［Yule 





Trade Routes in the Eastern Turkistan in the Era of Ming and their Transition
Hisashi HAYAKAWA*
Abstract
　Despite numerous studies on the transportation hubs in Eastern Turkistan that connect West Asia and China in 
the ancient and early modern time, there are few studies on the transition of trade routes in the period between the 
fal down of the Mongolian Empire (14th century) and the arrival of Portugese missionaries (17th century) .This 
study shows the main routes and the transition of trade routes in Eastern Turkistan in this period to fil the gap. A 
series of bibliographic survey of geographical documents and records of ambassadors and merchants who traveled 










３ 東トルキスタンの交易路を考古学的に検討した代表的なものには［Hedin １８９９ ;１９６６ ;Stein １９０７ ;１９２１ ;１９２３ ;１９２８ ;１９３３］な
ど大戦期以前の西欧の探検隊が残した一連の報告書があり，当該地域の遺跡の様子，大戦期以前の地名を伝えている点で，





















１００ –３］。オイラトはモンゴル高原から西方へ転じ，東トルキスタンで活動を開始し［間野 １９６４ :１４ ;Milward 
















７ 当時の東トルキスタンの情勢とその変遷は［間野 １９７７ ;Jackson １９９１ ;濱田 １９９８］に詳しい。

































１１ 傅安自身は陳誠のように自ら記録を残すことはなかったが［Rajkai ２００７ :６２］，明史，明実録などに彼についての断片的な





リク１３即ちモグール・ウルスを目指したものであったという［榎 １９７８ b: １５２］。
２．２．　Z·  afarn a¯ ma :１３９８－１４０５年
　傅安の西域奉使と前後して，［ZN］にも東トルキスタンについての記述が見える。１３９８－９９年に行われたミー
ルザー・イスカンダル（Mīrzā Iskandar）のモグーリスターン遠征に伴う記述として，［ZN］は当時の東トルキス
タンの主要都市間の移動の所要日数と共に，以下の二つの道程を挙げている［ZN II: ２１９ – ２０］ １４【道程２】【地図２】。
　 （i）Khutan ─３５宿駅─ Qarā Khwāja ─３１宿駅─ Titqāūl（嘉峪関） １５







ル）は Tāškant，Sayrām，Yānġī １７，Ašpara １８，そして Jata諸国１９全域を Khi t·āiに至るまで Amīrzāda Uluġ Bīgに
割り当てるよう命じた。そして，Andigān，Afšīkant，T·  arāz，Kāšġarを Khutanに至るまでとその周辺を Amīrzāda 










１４ これに注目した先行研究としては［Barthold １９５８ ;満井 １９３９］がある。
１５ ペルシア語史料では嘉峪関には Titqāūl, Qarāwulという二通りの名を与えられている。これらの名称は各々モンゴル語由来















勝者シャー・ルフの許，ティムール朝と明の外交関係は劇的に改善していく［Fletcher １９６８ :２０９ – １６ ;Milward 

















　前述の陳誠・李暹の遣使の後，幾度かシャー・ルフと永楽帝の間を両国の使節団が往復した［小野 ２０１０ :２８０ –
 ８１］。１４１９年にシャー・ルフを筆頭に６人のティムール朝の君侯たちが合同使節団を派遣し，その内の一人アミー




は［Bretschneider １９１０ ;神田 １９２７ ;満井 １９３９ ;Rossabi １９７６ ;Bruno １９８５ ;Karimova ２００３］がある。［間野 １９６４］でもこの作
品は活用されている。
２２ ユルドゥズについての記述は［Mannerheim １９６９ :２８２］に詳しい。
２３ ファールス地方の首邑シーラーズと同名のサマルカンド近郊の集落。［HAM: １７０ a］では Šīrāzはサマルカンドの諸テュメ
ンの一つに数えられている［川口 ２０１１ :７７］。なお，［HAM］については［川口 ２０１１ :６２ ;Subtelny ２００２］に詳しい。
２４ 陳誠・李暹の記録同様，ナッカーシュの記録も古くから注目を集めてきた。主な研究には［Dunlop １９４６ ;宮崎 １９４７ ;
Barthold １９５８ ;Barthold １９６２ ;Surreys １９６７ ;榎 １９７４ ;１９７８ a; Soucek ２００１］があり，訳注には［Yule １９１５ ;小野 ２０１０］がある。







　【道程４】（往路）Harāt ─ Balkh ─ Kālif２５─ Samarqand ─ Tāškant ─ Sayrām ─ Ašpara ─ Muġūl人の領内／良好な牧
草地─ Bīlġūtū ─ Kūngāz川─ Yuldūz草原─峻険な山谷が続く─ T· urfān ─ Qarā Khwāja（高昌） ─ Sūfī-Ata ─ Qāmul（哈
密）─ Qarāwul（嘉峪関）─ Sukjū（粛州）
　【道程５】（復路）Qarāwul（嘉峪関）─砂漠の道─ Khutan ─ Kāšġar ─ Andigān（分岐点）─（i）Samarqand/ ─（i）
H·  is· ār-i Šādmān 






騒乱を恐れて砂漠の道を選択した」［GN: ４１１ v.–４１２ r.］結果である点。
　ホタン，カシュガルを通る②の道程は後述の［KhN］の「ホタン道」に一致する可能性が指摘されている［小






　［人物略］ ２７は西アジアの，恐らくはオスマン朝の使節のもたらした情報に基づき［堀 １９７８ :３７］，１５１４－１５年成
立した西域関連史料である［堀 １９８２ :８４１］。堀は既に［Bretschneider １９１０ :３２９ – ３２］で紹介されていた，
　粛州─哈密─トルファン─チャリーシュ２８─クチャ─アクス─カシュガル
というルートに加え，「北／南に○○有り」として付記されている地名を結び付ければ別の併行ルートを復元可能
であるとし，図１の通り３ルートを復元している［堀 １９７８ :４２ – ４５］。
２５ テルメズから二日行程にあるアム河の渡し場［NQ: １０６ ,HAM: １７２ b］。［BN］には Kilīfと見える［BN: ４９］。
２６ 現タジキスタン領のヒサール［Le Strange １９０５ :４４０］。アンディジャーンからバルフへの道程はヒサールを経由しているこ
とから，ヴァフシュ川沿いにヒサールまで進み，スルハンダリア川沿いにアム河へ下るルートに比定されよう。
２７ ［人物略］は［Bretschneider １９１０］にて紹介されて以来，その起源と叙述内容が議論の対象になり，［和田 １９５８ ;羽田明 
１９６５］によりオスマン朝から明への朝貢使節と関連付けられた。

















３０ この史料自体の記述によると，成立は H９２２年 ラビー・アル・アウワル月（１５１６年４～５月），イスタンブルでのことであ
る［KhN: １７４］。原本はペルシア語で書かれており，オスマン語の流布本も存在している。［Yule １９１３］で取り上げられな
かったためか，正面からこの史料を扱う専論は多くない。この史料の原文を紹介し，仏文の訳文・注解を附して紹介した




の長さ分掘ると水が湧き出る」［KhN: ３９］。各々については「Muġūl道，即ちCˇ  aġatāi王国は良い街道である。Mīr 
Tīmūrはその道から行軍しようと決意し，命じて曰く，全ての宿駅に砦を造るべし。全ての砦に幾千の軍を配し，
耕作せしめ，穀物を集めさせるべしと。そして軍がこの地を進軍するとも窮乏に至らしめるなかれと…（中略）…
Jai h· ūnの畔から Khi t·āiの国境までは３ヶ月行程で，毎日一つの宿駅があり，［神の如き世界征服者陛下の兵士が















の周辺の地理記述を行っている［TR: １３９ b– １４０ b］。まず，タシュケント（Šāš）～トルファン間は３ヶ月行程であ
ると述べた上で，ホタンの東方にはかつて Lūb Kātakを始めとした古代都市があったものの，執筆当時には誰も
住むもの無き荒漠たる砂漠となっていたという点に言及している。そしてカシュガル～ホタンの以下のような道
程が述べられる３３。カシュガル～ホタンは１ヶ月行程とされている ［TR: １３９ b］【道程６】【地図５】。
　Kāšġar─３F３４─ Qarā Tāzġūn川─３F ─ Yāngī-H·  is· ār ─６F ─ Qarā- Cˇ anāq ─５F ─ Kilfīn Ribā t·─ Qūš Gunbadh ─ Qiztl ─
１０ F ─ Kūk Ribā t·─７F ─ Ribātčī ─ Yārkand ─７F ─ Tiz-āb ─３日─ Lākhūq ─１０日─ Khutan
















　【道程７】Tāškand ─１０日─ Andijān ─２０日─ Kāšġar ─１５日─ Aqsū ─２０日─Cˇ  ālīš ─１５日─ T· urfān ─１５日─ Bārskūl
というもので，全３ヶ月行程に９０の宿駅があったという［TR: ２０５ b］。これは［人物略］の紹介するメインルート
や後述の［HM; BG］で用いられた道程と一致する。このルートは当時モグール・ウルスのメインルートとなっ
ていたようで，スルタン・マフムード・ハン（Sultān Ma h· mūd Khān）がモグール・ウルスを継承した際，その版
図は「Khitaiの境域から Kāšġarに至るまで，即ち T· urfān，Cˇ  ālīš，Kūčā，Aqsū，Uč」［TR: ６５ b］と描かれている。
１５１６年（H９２２）にスルターン・サイイド・ハンが兄のマンスール・ハンに従属した結果「両者の間には固い友情
があり，それ故２０年の間大いなる平和と安全があり，個人が独りで Khitaiの Qāmūlから Andijānまで糧食の必
要もなく旅することができ，毎晩誰かの家に客として招かれるほどであった」［TR: ４７］とされている。この和約
の結果，１４６０年代の明とトルファン＝チャガタイ家の哈密を巡る系争以来阻害されてきた東西交通が一挙に容易






　Yārkand ─ Pamīr/ ７～８日─ Badakhšān





３．４．　H·  ajī Mu h· ammad：１５５１－５３年頃
　ヨーロッパ初の東方旅行記集を編纂したのはヴェネツィアのラムージオ（Giovanni Batista Ramusio）であった。





［D’Avezac １８６５ :６０］にかけて中国の粛州で大黄を買い付け，ヴェネツィアまで旅したハッジ・ムハンマド（H·  ajī 








　【道程９】Campion（甘州）─６日─ Gauta（高台）─５日─ Succuir（粛州）─１５日─ Camul（哈密）─１３日（ムスリ
ムと偶像崇拝者の居住地の境界）─ Turfon（土魯番）─１０日─ Chialis（カラシャール）─１０日─ Chuchi（クチャ）─
２０日─ Acsú（アクス）─２０日（最も困難な砂漠）─ Cascar ─２５日─ Samarcand ─５日─ Bochara（ブハラ）─２０日─
 Eri（ヘラート）３８─１５日─ Vermi（ヴァラミーン）３９─６日─ Casbin（ガズヴィーン）─４日─ Soltania（スルタニ
ア）─６日─ Tauris（タブリーズ）
　以上より［HM］の道程は［人物略］で紹介された幹線路たる②天山南麓ルートであったことが分かる。ブハ




　続いて明への道についての情報を書き残しているのは，ブスベック（Ogier Ghiselin de Busbecq） ４１である。
　彼の記録には，具体的な交易路の道程についての記述は見られないが，なおいくつかの記述は本稿においても
３６ この記録についての先行研究には［D’Avezac １８６５ ;Yule １９１３ ;Veneri ２０１２］がある。




３８ 以下［HM］に見えるヘラート～スルターニーヤ間の道程はフレグ・ウルス期の東王道［NQ: １７３ – ７８］に一致している。
３９ 現ヴァラミーン（Varāmin）。Jājrud川の畔にあり，テヘランから南東に ４０kmの地点に立地している［Beaumont １９６８ :
１６９ – ７０］。モンゴル軍がレイ（Rey）を壊滅させた後，その避難民が移住して興隆。１５世紀には衰微し，テヘランに取って
代わられる［Le Strange １９０５ :２１６ – １７］。
４０ 少なくともメルヴ～ヘラート間についてはフレグ・ウルス期には王道があったことがその詳細な道程と共に１４世紀の地理




［Considine ２００８ :１３９ – ４１］。彼はまたイスタンブル滞在中にカタイから旅してきたというトルコ人ホージャ（Hoggia Turcae 
vocant）と出会う機会があり，その際耳にした話をその書簡集の中に書き残している。ブスベックの記録に引用されたトル
















て Cascàr（カシュガル）の町まで出かける」［BG: N ８０７］のに便乗し，概ね以下のような行程を辿った［BG: 
N ８０７ –N ８３２］【地図７】。
　（ラホール～ヤルカンド：１６０３年１月６日－１１月）【道程１０】
　Lahor ─１月─ Athec ─２月─ Passàur（ペシャワール）─２５日─ Ghidel ─２０日─ Cabùl（カーブル）─ Ciaracàr
（チャーリーカール） ４４─１０日─ Parvàm（パルワーン）─２０日─ Aingharàm ─１５日─ Calcia ─１０日─ Gìalalabath ─１５
日─ Talhan（タリカン）─ Chescàn ─ Tenghi-Badasciàm（バダフシャーンの悪路）─ Badasciàm（バダフシャーン）─
１日─ Ciarciunar（チャルチナル）─１０日─ Serpanil ─２０日／山道─ Sarcòl（サリコル）─２日─ Ciecialith（チチェク
リク） ４５─ Tengethàr（ティンギタール）─１５日─ Jacorìch（ヤカアリク）─５日─ Hiarcàn（ヤルカンド）
４２ ベントー・ディ・ゴーエシュはポルトガル領アゾレス諸島サンミゲルのヴィラフランカ（Vila Franca）出身で，軍人とし
てインドに赴いた。その後イエズス会士となり，１５９５年にはムガール帝国の帝都アグラに赴いてそこで当時の皇帝アクバ

















　Hiarcàn（ヤルカンド）─ Iolcì ─ Honcialix ─ Alcegher（アクチェキル）─ Habagateth ─ Egriàr ─ Meselelec ─ 
 Talec ─ Horma ─ Toantec ─ Mingieda ─ Capetacòl ─ Cilàn ─ Sare-Guebeedal ─ Cambasci（クムバシル）─ Aconterzec
（サクサク）─ Cìacor（チャカル）─ Acsù（アクス）─ Oitogràc ─ Gràso ─ Casciani ─ Delai ─ Saregabdel ─ Ugan（ウガ
ン）─ Cucia（クチャ）─２５日─ Cialis（カラシャール）─ Puccian（ピチャン ?） ４６─ Turfàn（トルファン）─１５日─
Aramuth（ウルムチ ?）─ Camùl（哈密）─９日─ Chiacun（嘉峪関）






の内に進むのである。一行は単独で行こうとして死んだ Saracen人の遺体を道中たくさん目撃した」［BG: N ８３３］
という。なお，［BG］においてヤルカンド，ホタン，カラシャールのチャガタイ系の王族，そしてトルファン一














































　［TR］ではこの地域の道程・宿駅について詳細な記述されており［TR: １３９ b– １４０ b］，［ZN］ではホタンから嘉峪
４８ このルートの特にアルマリク―イリ河―ユルドゥズ―トクスンの箇所は清代には「朱爾土斯路」即ち「ユルドゥズ路」と
称され，しばしば用いられていたことが『西域聞見録』の記述から分かる［松田 １９５６ :２７１ –３］。
96　早　川　尚　志
関へ向かうルートが，高昌（カラホージャ）を経由するものも，直接嘉峪関に向かうものも示されている［ZNII: 
















荒城故址，敗壁頽垣，悉皆荒穢。人多居山谷間，蓋為其國主微弱，恐為鄰境相侵故也」［番国志 １０２ – ０３］とトル
ファン～カシュガル間の荒廃ぶりを強調し，［明実録］での朝貢事例もカシュガルが３回，クチャが２回，チャ
リーシュが２回と数も少ない上，各々の表記も「哈失哈兒／哈失哈」「苦先／苦察」「察力失／察力石」と揺れて







１４ v.］，復路にはウズベクのイェシルバシュの使節団に便乗してイスタンブルに向かっている［HM: １６ r.］。このす



























































年から再びトルファンと対立し，その後については遺憾ながら記録されていない［明史外国伝九 :８４９８ – ８５０３］。そ
れ以降のオイラトの動静については［明実録］に記録が断片的に見え，トルファンとの衝突は１５３６年，１５３８年，
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